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算
数
脳

高
濱
コ
ラ
ム

新刊情報

　

9
月
に
G
１
九
州
と
い
う
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
版
ダ
ボ
ス
会
議
を
目
指
し
て
グ
ロ
ー
ビ
ス
の
堀

義
人
代
表
が
生
み
出
さ
れ
た
G
１
サ
ミ
ッ
ト
の
地
方

部
門
で
す
。
私
も
12
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
の
で

す
が
、
メ
ン
バ
ー
が
も
の
す
ご
い
方
ば
か
り
で
い
つ

も
学
び
に
満
ち
て
い
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
G
１
九
州

は
熊
本
で
開
催
さ
れ
た
の
で
す
が
、
2
5
0
名
ほ

ど
の
な
か
に
と
て
も
嬉
し
い
参
加
者
が
い
ま
し
た
。

福
岡
県
行
橋
市
の
工
藤
政
宏
市
長
で
す
。

　

花
ま
る
創
業
後
、
最
初
の
6
年
く
ら
い
は
ほ
ぼ
私

と
ア
ル
バ
イ
ト
講
師
で
ま
わ
し
て
い
た
の
で
す
が
、

業
績
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
と
き
に
忽
然
と
登
場
し
、

正
社
員
と
し
て
参
画
し
て
く
れ
た
4
人
の
仲
間
が
い

ま
し
た
。
個
人
業
か
ら
一
気
に
「
チ
ー
ム
」
に
な
り
、

俄
然
と
会
社
の
パ
ワ
ー
が
ア
ッ
プ
し
一
気
に
会
員
数

も
伸
び
た
の
で
し
た
。
そ
の
4
人
の
う
ち
の
一
人
が

大
学
新
卒
の
工
藤
く
ん
で
、「
私
は
い
つ
か
故
郷
で

あ
る
行
橋
市
の
市
長
に
な
っ
て
教
育
改
革
を
し
た

い
。
教
育
業
界
で
い
ろ
い
ろ
気
に
な
る
教
室
や
会
社

を
見
た
け
れ
ど
、
花
ま
る
で
修
行
し
た
い
で
す
。
3

年
間
学
ば
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
懇
願
し
て
く
る
の

で
し
た
。
最
初
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ア
ル
バ
イ
ト

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
夜

道
に
瞳
が
輝
く
独
特
の
オ
ー
ラ
が
あ
り
即
採
用
。
コ

ス
パ
な
ど
考
慮
し
な
い
情
熱
に
満
ち
た
大
人
気
教
室

長
で
し
た
。

　

修
行
の
あ
と
も
コ
ツ
コ
ツ
地
歩
を
固
め
、
20
年
か

け
て
夢
を
実
現
し
、
既
得
権
益
陣
営
か
ら
の
い
や
が

ら
せ
や
攻
撃
（
？
）
も
し
の
ぎ
き
っ
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
福
岡
市
の
高
島
市
長
は
じ
め
、
す
ご
い
市
長

さ
ん
た
ち
に
交
じ
っ
て
一
期
目
に
し
て
推
薦
さ
れ
て

G
１
に
参
加
し
た
姿
に
は
、
親
心
と
い
う
の
か
胸
が

熱
く
な
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
の

進
化
が
楽
し
み
で
す
し
、
応
援
し
つ
づ
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
失
わ
れ
た
30
年
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
世
界
二
位
の
経
済
力
を
謳
歌
し
た
日
本

は
滑
り
落
ち
ま
し
た
。
さ
ら
に
世
界
は
各
地
で
戦
争

が
勃
発
し
混
乱
を
極
め
る
一
方
で
す
。
そ
の
よ
う
な

不
確
か
で
不
安
定
な
こ
れ
か
ら
を
生
き
抜
く
た
め

に
、
国
家
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
つ
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

　

個
人
と
同
じ
で
「
弱
み
も
強
み
も
正
し
く
見
る
」

こ
と
が
ス
タ
ー
ト
。
モ
ラ
ル
の
高
さ
や
思
い
や
り
・

お
も
て
な
し
の
心
、
真
面
目
さ
な
ど
日
本
の
教
育
が

育
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
伝
統
や
成
果
は
大
事
に
し

つ
つ
、
私
が
国
家
の
柱
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の

は
「
数
理
思
考
力
」
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
和
算
や
算
額
（
問
題
と
解
答
が
書
か

れ
た
絵
馬
）・
塵
劫
記
（
江
戸
時
代
の
算
術
書
）
な

ど
に
現
れ
た
数
理
思
考
力
教
育
・
文
化
水
準
は
、
世

界
で
も
最
高
水
準
で
し
た
。
こ
の
力
の
蓄
積
は
、
庶

民
全
体
の
読
み
書
き
算
盤
を
支
え
た
寺
子
屋
と
と
も

『角川まんが科学シリーズ
  探究! まほう学園 自然と生き物のヒミツ』

に
、
明
治
維
新
以
降
、
科
学
技
術
立
国
と
し
て
繁
栄

す
る
強
力
な
土
台
と
な
り
ま
し
た
。
国
全
体
と
し
て

の
し
上
が
ろ
う
と
い
う
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
も
相
ま
っ

て
、の
ち
の
世
代
に
詰
め
込
み
と
揶
揄
さ
れ
よ
う
が
、

エ
リ
ー
ト
層
が
き
ち
ん
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
学
力
を
身

に
つ
け
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
（
大

学
教
授
や
研
究
者
）
が
尊
敬
さ
れ
て
い
た
時
代
に
学

ん
だ
昭
和
生
ま
れ
の
世
代
か
ら
は
、
い
ま
だ
に
多
く

の
医
学
・
化
学
・
物
理
学
等
理
系
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り
世
代
以
降
の
学

力
・
経
済
力
の
地
盤
沈
下
は
残
念
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
継
承
し
つ
づ
け
て
き
た
遺
産
と
も
い
う
べ
き
数
理

思
考
力
に
希
望
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

源
流
を
発
す
る
わ
が
国
の
こ
の
数
理
思
考
力
育
成
の

土
壌
の
厚
さ
と
豊
か
さ
は
、
国
の
繁
栄
の
基
礎
と
し

て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

 　

そ
の
視
点
に
お
い
て
、
花
ま
る
グ
ル
ー
プ
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
最
初
に
出
し
た
本
の
名
が
『
小
3
ま
で
に
育
て
た

い
算
数
脳
』（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
出
版
社
）
で
あ
っ

た
り
、
私
が
算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
作
問
委
員
や
理

事
を
や
っ
て
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
、
花
ま
る
は

数
理
思
考
力
育
成
の
開
拓
者
で
あ
り
つ
づ
け
ま
し

た
。

　
『
小
3
ま
で
に
育
て
た
い
算
数
脳
』
で
書
い
た
要

点
は
こ
う
で
す
。
計
算
力
は
き
ち
ん
と
押
さ
え
る
べ

わが子に中学受験をさせるべきか、悩んでいる方に参考に
なる 1 冊。
この分野のいまや第一人者である安浪京子氏が、佐藤亮子
氏と対談する形で提示している。親としての決断のあと押
しをしてくれるだろう。

『中学受験の意義  私たちはこう考えた』
佐藤 亮子／安浪 京子 著

（朝日新聞出版）

「理科への興味」と「探究力」が育つ！
子どもが夢中になる魔法使いの物語で、理
科の知識が自然と身につきます。
すぐできる「探究学習」のコツも満載。
花まる学習会・スクールＦＣの川幡智佳が
監修した、現代社会を生き抜くうえで必要
な探究の力が学べる 1 冊です。

マキ　ストーリー
ドリームファーム　まんが
 川幡 智佳　監修

（KADOKAWA）

小 4 のとき、パフォーマンスフェスで観客を驚かせ笑わせ沸かせているジャグリングのパフォーマーに感動し、「絶対に僕もあちら側へ行きたい！」と誓いました。すべて独学。ボールから始め中国独楽やピンなどへ広がっていき、

先輩たちを見学に行ってはトークなども学びました。花まるのイベントでも時々やっています。お声かけいただければどこにでもうかがいますのでご指名ください。｜井上ジャグリン涼太タ コ
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き
で
す
が
、
所
詮
「
作
業
力
」
に
す
ぎ
な
い
。
本
当

の
頭
の
良
さ
は
ま
っ
た
く
別
だ
と
い
う
こ
と
で
、

①�

見
え
る
力（
補
助
線
や
立
体
の
裏
側
が
見
え
る
力
、

要
点
や
本
質
が
見
え
る
力
）

②�

詰
め
る
力
（
論
理
的
に
バ
グ
や
モ
レ
な
く
考
え
詰

め
る
力
、
最
後
ま
で
や
り
切
る
力
）

に
着
目
し
、
な
ぞ
ぺ
ー
と
い
う
問
題
群
を
創
造
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
「
弟
子
」
で
あ
る
川
島
慶
に

よ
っ
て
、「Think!

Think!

」
や
「
ワ
ン
ダ
ー
ボ
ッ

ク
ス
」
等
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

花
ま
る
学
習
会
で
は
途
中
か
ら
「
学
力
の
両
輪
」

と
し
て
の
「
国
語
力
（
漢
字
・
語
彙
力
・
読
解
力
・

表
現
力
）」
の
大
事
さ
に
も
気
づ
き
、
国
語
力
育
成

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
増
え
ま
し
た
が
、
授
業
内
で
数
理

思
考
の
余
力
が
溢
れ
る
猛
者
候
補
の
子
た
ち
に
向
け

て
、
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
イ
ム
と
い
う
独
自
の
学
力
傾
斜

型
の
高
難
度
思
考
力
問
題
群
も
開
発
し
て
き
ま
し

た
。

 　

ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
も
そ
う
で
す
。
早
く
も
15
年
前
に

な
り
ま
す
が
、
初
め
て
テ
レ
ビ
に
出
た
の
が
「
情
熱

大
陸
」（
毎
日
放
送
）
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
雪
国

ス
ク
ー
ル
や
講
演
会
な
ど
多
面
的
に
取
材
し
て
も
ら

え
た
の
で
す
が
、
メ
イ
ン
は
授
業
。
当
時
ス
ク
ー
ル

Ｆ
Ｃ
で
私
が
や
っ
て
い
た
中
3
の「
ス
ー
パ
ー
数
学
」

と
小
４
向
け
の
「
特
算
（
特
別
算
数
）
の
青
空
授
業
」

は
か
な
り
の
時
間
を
割
い
て
放
映
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
「
主
役
」
と
し
て
取
材
さ
れ
た
中

3
の
Ｎ
く
ん
は
、
い
ま
医
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
し
、
小
4
の
「
特
算
」
で
公
園
の
電
柱
の
高
さ
を

測
定
す
べ
く
葉
っ
ぱ
を
3
回
折
っ
て
45
度
の
角
度
を

見
つ
け
だ
し
た
男
の
子
た
ち
も
、
東
大
や
京
大
の
理

系
に
進
学
し
研
究
に
専
心
し
て
い
ま
す
。

 　

そ
の
と
き
は
取
材
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総
合

力
育
成
の
花
ま
る
学
習
会
と
は
別
に
、
25
年
く
ら
い

前
に
算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
共
同
で
、「
ア

ル
ゴ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
数
理
思
考
力
育
成
の
専
門
教

室
も
開
発
し
ま
し
た
。
卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
読

ま
れ
て
い
る
方
は
ご
存
じ
の
通
り
、
花
ま
る
学
習
会

と
ア
ル
ゴ
ク
ラ
ブ
の
併
用
生
に
は
、
の
ち
の
東
大
生

や
医
学
部
生
が
多
い
の
で
す
が
、
あ
る
意
味
当
然
と

い
う
の
か
数
理
思
考
力
に
特
化
し
た
教
室
の
効
果
が

出
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
も
と
も
と
の
グ
ル
ー
プ
一
番
の
強

み
で
あ
る
数
理
思
考
力
に
つ
い
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ア
ル
ゴ
ク
ラ
ブ
・

シ
ン
ク
シ
ン
ク
等
の
良
い
と
こ
ろ
・
上
澄
み
を
残
し
、

敬
愛
す
る
「
い
も
い
も
」
の
井
本
陽
久
先
生
の
ご
協

力
も
得
な
が
ら
世
界
初
の
思
考
力
問
題
群
を
取
り
入

れ
て
、
最
新
鋭
の
数
理
思
考
力
授
業
と
し
て
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
来
年
度
か
ら
世
に
問
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
思
考
力
講
座
「
算
数
脳
ラ
ボ
（
略
称
：

算
ラ
ボ
）」
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

 　

ち
な
み
に
、
ご
家
庭
で
は
ど
う
伸
ば
せ
ば
よ
い
か

は
、『
小
3
ま
で
に
育
て
た
い
算
数
脳
』
や
『
本
当

に
頭
が
い
い
子
の
育
て
方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

等
の
著
書
群
を
読
ん
で
い
た
だ
く
か
私
の
講
演
を
聞

い
て
い
た
だ
く
の
が
良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
簡
潔

に
書
い
て
お
き
ま
す
。

　

要
点
を
ま
と
め
る
と
、

①�

迷
路
に
は
じ
ま
る
パ
ズ
ル
や
な
ぞ
な
ぞ
群
を
楽
し

み
、
や
め
ら
れ
な
い
子
に
育
て
る
。

②�

囲
碁
や
ア
ル
ゴ
、
将
棋
等
の
高
度
な
数
理
思
考
を

伴
う
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
夢
中
に
な
る
子
に

育
て
る
。

③�

パ
ズ
ル
の
な
か
の
一
手
や
ア
ル
ゴ
の
一
手
に
つ
い

て
「
論
理
的
で
過
不
足
の
な
い
説
明
」
が
で
き
る

子
に
育
て
る
（
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
父
親
が
得
意

な
領
域
）。

④�

ト
ラ
ン
プ
程
度
の
遊
び
で
も
負
け
る
と
泣
い
て
悔

し
が
る
よ
う
な
子
は
伸
び
る
素
質
あ
り
。

⑤�

毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
宿
題
や
漢
字
練
習
を
す
る

と
い
う
よ
う
な
「
習
慣
の
力
」
を
育
て
る
。

⑥
自
然
の
な
か
の
外
遊
び
を
存
分
に
さ
せ
る
。

⑦��

算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
富
山
県
児
童
生
徒
思
考
大

会
の
問
題
の
よ
う
な
思
考
力
問
題
群
を
大
好
き
で

楽
し
む
子
に
育
て
る
。

⑧�

親
が
思
考
力
問
題
（
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
イ
ム
・
S
な

ぞ
ぺ
ー
・
算
数
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
問
題
）
や
囲
碁
、

ア
ル
ゴ
を
楽
し
ん
で
解
く
姿
を
見
せ
る
。

 　

誰
も
先
を
見
通
せ
な
い
技
術
革
新
と
変
貌
の
時

代
。
わ
が
子
に
は
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
芯
と
な

り
パ
ワ
ー
と
な
る
数
理
思
考
力
を
育
て
て
あ
げ
た
い

で
す
ね
。

花
ま
る
学
習
会　

高
濱 

正
伸

　
　

   

算
数
脳
ラ
ボ
の
紹
介
は
次
の
ペ
ー
ジ
で

新新年年度度募募集集のの
お知らせお知らせ

まもなく全エリ
アで

申込受付スター
ト！

（2026年4月入会）

ぜひお友達をご紹介ください！ 
ご紹介いただいた方が

期間中に入会登録をすると
双方にご紹介特典を進呈します。 
※詳細は、11/1（土）にお送りしている
Comiru「お知らせ」をご覧ください。

友友人人紹紹介介
キキャャンンペペーーンンもも
実施中！！実施中！！

カタ
全国の花まる教室長、約150人をまるっと一年かけて高濱が直接インタビュー！　高濱による他己紹介「タカタコ」で、みなさんの教室長を紹介します。
今年のテーマは、「私の極み」！　本気で挑んだこと、情熱をもって取り組んだことから、教室長一人ひとりを深掘りしちゃいます。サマースクールや
雪国スクールで会ったリーダーたちも探してみてくださいね！



[ 図形センス ] 正五角形に、点
線模様が描かれています。中
央にある、5本の曲線に囲まれ
た黒い部分の周囲の長さは？
点線はすべての頂点を中心に
して描いた半径12cm の円弧で
す。
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目の前の仲間と真剣勝負！　緊張感の
ある雰囲気のなかで思考体験を積み重
ねます。

独自開発のオンライン授業システムをフ
ル活用し、対面と同じように思考体験に
没頭できます。

図形センス図形センス図形センス図形センス
図形問題を見て、描かれていない補助線を思い

描くように、見えないものが見える力。

空間認識力空間認識力空間認識力空間認識力
紙の上に描かれた図を、立体として思い浮かべるよ

うに、頭のなかで自由自在に動かすことができる力。

試行錯誤力試行錯誤力試行錯誤力試行錯誤力
手を動かして試し、失敗からヒントを得て問題を

解決しようとする力。

知識や過去の経験にとらわれず、大胆な発想や

独創的な考えを生み出す力。

発見力発見力発見力発見力

Q

P

[ 論理性・意志の力 ] Pから Q まで行く、 
最短のルートは何通りありますか。

要約力要約力要約力要約力
「要するに何を言いたいか」をいつも意識し、相手
の言いたいことがわかる力。

精読力精読力精読力精読力
一字一句読み落とさず、集中して正確に読みきる
力。

論理性論理性論理性論理性
解答に至るまでのアプローチを、順序よく情報整
理し、筋道立てて考えることができる力。

答えにたどりつくためにあきらめず、やる気をもっ
て自分で解くことにこだわれる力。

意志の力意志の力意志の力意志の力

[ 別解 ]次の○を数え
る式を、思い浮かぶ
だけ書きましょう。

俯瞰俯瞰俯瞰俯瞰
全体像をとらえて状況を把握し、常に最善の手を
考えて自分のこだわりから離れられる柔軟さ。

一つ答えが見つかったことに満足せず、ほかの答
えや考え方を見つけることを楽しめる力。

別解別解別解別解

２０２６年
4月

スタート！
数理思考力を身につけるための一番の近道は、難しい問題
が解けた喜びや、心からおもしろいと感じる体験を得るこ
とです。「あっ、わかっちゃった！」とひらめく快感を知る
と、また問題を解きたくてたまらないという感情がこみあ
げてくる。単純に「早く正解を出すこと」だけが求められる
場所では、決して味わうことのできない感覚です。私はこ
れを〝 わかっちゃった体験” と呼んでいます。そういう体
験を積み上げた子は、自分で考えることが大好きになりま
す。自分で考えないとおもしろくないので、絶対に人には
教えてもらいたくない、「ヒントなんて絶対に言わない
で！」という人になるのです。花まると算数脳ラボで、将来
差がつく数理思考力を伸ばしていきましょう。

高濱 正伸
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す。自分で考えないとおもしろくないので、絶対に人には
教えてもらいたくない、「ヒントなんて絶対に言わない
で！」という人になるのです。花まると算数脳ラボで、将来
差がつく数理思考力を伸ばしていきましょう。
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詰める力 見える力
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ア ル ゴ　　じ ろ う ゆ う れ い ４
アルゴ　かずよ

アルゴ　じろう

アルゴ　はなみ

算数脳®とは

・俯瞰
・別解

・発見力
・図形センス

・試行錯誤力
・空間認識力

・論理性
・意志の力

・精読力
・要約力

「詰める力」とは、筋道を立
てて最後まで考え続ける集
中力であり、ものごとをと
ことん突き詰めて「答えを
出し切る力」のことです。

「見える力」とは、図形の補助線
がパッと浮かんだり、立体を頭
のなかで想像したりするなど、

「現実には見えていない部分」
まで見渡す力のことです。

「あ そ ぶ 力」と は、も の
ごとをガチガチに決めつ
けないで、「柔軟な思考
力を持っていること」で
あり、考え方の「ゆとり
幅」のことです。　

12cm

オンライン対面
図形や数量をイメージできる・
補 助 線 が 思 い 浮 か ぶ「見 え る
力」、筋の通った論理的な思考を
漏れなく意志を持ってやり抜く

「詰める力」、考え方を柔軟に変
え、別解探しを楽しめる「あそぶ
力」。「思考の壁」を突破するのに
必要なこれらの力を「算数脳」と
呼んでいます。

3

12月中に 
 申込開始！

小 2 から高 3 までサッカー少女でした。高 2 の秋、キャプテンに任命されて張り切っていた矢先に足首を断裂骨折。夢と現実のギャップに直面してまさに絶望し、車で迎えに来た母がかける言葉がないくらい号泣し続け小 2 から高 3 までサッカー少女でした。高 2 の秋、キャプテンに任命されて張り切っていた矢先に足首を断裂骨折。夢と現実のギャップに直面してまさに絶望し、車で迎えに来た母がかける言葉がないくらい号泣し続け

ていました。手術は成功してリハビリの期間を過ごし半年後にようやく復帰。どん底の気持ちを経験したおかげで、いまは何があってもへこたれない強さを得ました。｜宮嵜ウィング香純ていました。手術は成功してリハビリの期間を過ごし半年後にようやく復帰。どん底の気持ちを経験したおかげで、いまは何があってもへこたれない強さを得ました。｜宮嵜ウィング香純タ コ
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12月中に 
 申込開始！

人との出会いを楽しむのが自分の良いところです。小学生時代から各種の野外体験に参加していたことでベースを構築したと考えていて、海外への一人旅ではドミトリーで一緒になったフランス人と、朝食は私、昼食はあなたと人との出会いを楽しむのが自分の良いところです。小学生時代から各種の野外体験に参加していたことでベースを構築したと考えていて、海外への一人旅ではドミトリーで一緒になったフランス人と、朝食は私、昼食はあなたと

分かち合ったり、飛行機で隣り合った人と友人になったり、良い本だと感じたらすぐお手紙を書いて会いに行く等々。いま夫や子どもたちとの日々も最高に幸せ。出会いを逃さず楽しむ人生です。｜クヌーセンマリーまり分かち合ったり、飛行機で隣り合った人と友人になったり、良い本だと感じたらすぐお手紙を書いて会いに行く等々。いま夫や子どもたちとの日々も最高に幸せ。出会いを逃さず楽しむ人生です。｜クヌーセンマリーまり カタ
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私を育てたものは算盤とバスケです。小 1 のときに友人に誘われて算盤の体験授業に行ったらハマってしまい、勝手に申し込みをして母に叱られました。小 4 の頃からみんなが辞めていくなか、私は指のパチパチが快感で私を育てたものは算盤とバスケです。小 1 のときに友人に誘われて算盤の体験授業に行ったらハマってしまい、勝手に申し込みをして母に叱られました。小 4 の頃からみんなが辞めていくなか、私は指のパチパチが快感で

中 1 まで続けました。バスケは体育会系の厳しさもありましたが、誰よりも朝早く行って自主練をするタイプで、高 2 のときにはキャプテンに選ばれました。決めたらやり抜く性格が育まれました。｜藤枝たんしお詩織中 1 まで続けました。バスケは体育会系の厳しさもありましたが、誰よりも朝早く行って自主練をするタイプで、高 2 のときにはキャプテンに選ばれました。決めたらやり抜く性格が育まれました。｜藤枝たんしお詩織タ コ
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【花まる学習会】浦和つくし幼稚園教室（小1 ～小4）
【スクールＦＣ】南浦和校（小5 ～小6）

＊担当教室長：高濱正伸、仁木耕平、島田直哉　ほか
【進路】山脇学園中学校→山脇学園高等学校→一橋大学
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真
子
な
ん
だ
よ
。
い
ま
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

が
真
子
な
ん
だ
よ
。
い
ま
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
？

る
の
？

向
井
向
井　

金
融
機
関
で
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
資
産
へ
の
投

　

金
融
機
関
で
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
資
産
へ
の
投

資
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
業
務
で
は
英
語
を
使

資
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
業
務
で
は
英
語
を
使

う
こ
と
も
多
い
で
す
。

う
こ
と
も
多
い
で
す
。

高高　

英
語
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
。

　

英
語
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
。

向向　

大
学
時
代
に
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
に
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

高高　

立
派
に
な
っ
た
な
ぁ
。

　

立
派
に
な
っ
た
な
ぁ
。

向向　

本
当
は
商
社
に
就
職
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　

本
当
は
商
社
に
就
職
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

商
社
で
働
い
て
い
る
方
々
の
人
間
性
や
バ
イ
タ
リ

商
社
で
働
い
て
い
る
方
々
の
人
間
性
や
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
、
社
交
性
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
こ
が
れ
て
一

テ
ィ
、
社
交
性
の
す
ば
ら
し
さ
に
あ
こ
が
れ
て
一

緒
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
。

緒
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
。

高高　

商
社
に
い
る
人
や
商
社
出
身
の
人
は
み
ん
な

　

商
社
に
い
る
人
や
商
社
出
身
の
人
は
み
ん
な

レ
ベ
ル
が
高
い
よ
な
ぁ
。

レ
ベ
ル
が
高
い
よ
な
ぁ
。

向向　

い
ま
の
職
場
で
実
力
を
つ
け
れ
ば
、
ま
だ
チ
ャ

　

い
ま
の
職
場
で
実
力
を
つ
け
れ
ば
、
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ン
ス
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高高　

あ
る
よ
、
あ
る
よ
。
そ
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

　

あ
る
よ
、
あ
る
よ
。
そ
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

世
界
を
見
る
目
は
ど
こ
で
磨
い
た
の
？

世
界
を
見
る
目
は
ど
こ
で
磨
い
た
の
？

向向　

小
学
生
時
代
…
…
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
生
時
代
…
…
だ
と
思
い
ま
す
。

高高　

お
と
な
し
く
恥
ず
か
し
が
り
や
で
真
面
目
、

　

お
と
な
し
く
恥
ず
か
し
が
り
や
で
真
面
目
、

と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、
幼
い
頃
か
ら

と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
、
幼
い
頃
か
ら

そ
ん
な
視
点
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

そ
ん
な
視
点
を
も
っ
て
い
た
の
か
。

向向　

小
さ
い
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
で
し
た
。
サ
マ
ー

　

小
さ
い
頃
か
ら
負
け
ず
嫌
い
で
し
た
。
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
や
雪
国
ス
ク
ー
ル
で
の
お
楽
し
み
会
の

ス
ク
ー
ル
や
雪
国
ス
ク
ー
ル
で
の
お
楽
し
み
会
の

よ
う
に
、
み
ん
な
の
前
で
出
し
物
を
す
る
こ
と
は

よ
う
に
、
み
ん
な
の
前
で
出
し
物
を
す
る
こ
と
は

恥
ず
か
し
く
て
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
…
…
。
花

恥
ず
か
し
く
て
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
…
…
。
花

ま
る
の
授
業
で
は
、
ど
の
課
題
も
、
誰
よ
り
も
早

ま
る
の
授
業
で
は
、
ど
の
課
題
も
、
誰
よ
り
も
早

く
解
き
終
え
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

く
解
き
終
え
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

高高　

生
ま
れ
な
が
ら
に
芯
が
強
い
ん
だ
ね
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
に
芯
が
強
い
ん
だ
ね
。

■
花
ま
る
の
思
い
出

■
花
ま
る
の
思
い
出

高高　

花
ま
る
の
授
業
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

　

花
ま
る
の
授
業
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
る
？

は
あ
る
？

向向　
「
四
字
熟
語
」
で
す
。
中
学
受
験
対
策
な
ど
、

　
「
四
字
熟
語
」
で
す
。
中
学
受
験
対
策
な
ど
、

そ
の
後
の
勉
強
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
知
っ
て
い

そ
の
後
の
勉
強
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
知
っ
て
い

る
四
字
熟
語
が
出
て
き
た
の
で
、
自
信
を
も
っ
て

る
四
字
熟
語
が
出
て
き
た
の
で
、
自
信
を
も
っ
て

取
り
組
め
ま
し
た
。
国
語
に
限
ら
ず
、
一
つ
で
き

取
り
組
め
ま
し
た
。
国
語
に
限
ら
ず
、
一
つ
で
き

る
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

る
と
次
の
ス
テ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
い
く
、
そ
ん
な

勉
強
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勉
強
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高高　

嬉
し
い
な
ぁ
。

　

嬉
し
い
な
ぁ
。

■
お
母
さ
ん
の
こ
と

■
お
母
さ
ん
の
こ
と

高高　

お
母
さ
ん
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

　

お
母
さ
ん
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？  

向向　

反
抗
期
も
あ
り
も
ち
ろ
ん
𠮟
ら
れ
る
こ
と
も

　

反
抗
期
も
あ
り
も
ち
ろ
ん
𠮟
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
母
は
私
が
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま

あ
り
ま
し
た
が
、
母
は
私
が
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま

う
の
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
印
象
が
強
い
で

う
の
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
た
印
象
が
強
い
で

す
。
母
に
学
校
や
塾
の
成
績
を
見
せ
て
と
言
わ
れ

す
。
母
に
学
校
や
塾
の
成
績
を
見
せ
て
と
言
わ
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
く
て
、
す
べ
て
自
分
で
決
め

た
こ
と
は
一
度
も
な
く
て
、
す
べ
て
自
分
で
決
め

て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

高高　

そ
れ
は
す
ご
い
な
ぁ
！　

社
会
で
大
活
躍
し

　

そ
れ
は
す
ご
い
な
ぁ
！　

社
会
で
大
活
躍
し

て
い
る
人
か
ら
よ
く
「
幼
少
期
に
自
己
決
定
を
た

て
い
る
人
か
ら
よ
く
「
幼
少
期
に
自
己
決
定
を
た

く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
聞
く
け
れ
ど
、
親

く
さ
ん
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
聞
く
け
れ
ど
、
親

が
口
出
し
せ
ず
に
わ
が
子
に
自
己
決
定
さ
せ
る
っ

が
口
出
し
せ
ず
に
わ
が
子
に
自
己
決
定
さ
せ
る
っ

て
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

て
、
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

中
学
受
験
の
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
の
？

中
学
受
験
の
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
の
？

向向　

母
は
私
の
成
績
や
偏
差
値
に
と
ら
わ
れ
ず

　

母
は
私
の
成
績
や
偏
差
値
に
と
ら
わ
れ
ず

に
、
私
に
合
っ
た
学
校
探
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

に
、
私
に
合
っ
た
学
校
探
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
の
文
化
に
溶
け
込
み
私
ら
し
く
成
長

し
た
。
学
校
の
文
化
に
溶
け
込
み
私
ら
し
く
成
長

で
き
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

で
き
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。

中
学
受
験
の
結
果
、
山
脇
学
園
よ
り
偏
差
値
の
高

中
学
受
験
の
結
果
、
山
脇
学
園
よ
り
偏
差
値
の
高

い
学
校
に
も
合
格
し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
偏

い
学
校
に
も
合
格
し
た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
偏

差
値
で
は
な
い
部
分
で
山
脇
を
選
び
ま
し
た
。
中

差
値
で
は
な
い
部
分
で
山
脇
を
選
び
ま
し
た
。
中

高
時
代
に
成
績
上
位
を
キ
ー
プ
し
つ
づ
け
、
学
園

高
時
代
に
成
績
上
位
を
キ
ー
プ
し
つ
づ
け
、
学
園

内
の
表
彰
で
「
高
嶺
賞
」
を
何
度
も
い
た
だ
け
た

内
の
表
彰
で
「
高
嶺
賞
」
を
何
度
も
い
た
だ
け
た

の
は
、
部
活
動
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も
自
己
肯
定
感

の
は
、
部
活
動
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も
自
己
肯
定
感

を
も
っ
て
勉
強
に
取
り
組
め
た
か
ら
だ
と
思
う
の

を
も
っ
て
勉
強
に
取
り
組
め
た
か
ら
だ
と
思
う
の

で
、
母
の
判
断
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

で
、
母
の
判
断
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

高高　

特
色
や
文
化
を
重
視
し
て
の
学
校
選
び
が
大
成

　

特
色
や
文
化
を
重
視
し
て
の
学
校
選
び
が
大
成

功
し
て
、
真
子
の
さ
ら
な
る
成
長
を
あ
と
押
し
し
た

功
し
て
、
真
子
の
さ
ら
な
る
成
長
を
あ
と
押
し
し
た

と
い
う
。
さ
す
が
だ
な
ぁ
。

と
い
う
。
さ
す
が
だ
な
ぁ
。

高高　

自
己
決
定
を
重
ね
て
、
学
力
は
も
ち
ろ
ん
人
間

　

自
己
決
定
を
重
ね
て
、
学
力
は
も
ち
ろ
ん
人
間

力
や
や
り
抜
く
力
も
磨
い
て
き
た
真
子
に
は
、
強
い

力
や
や
り
抜
く
力
も
磨
い
て
き
た
真
子
に
は
、
強
い

心
と
ど
ん
な
分
野
で
も
活
躍
で
き
る
実
力
が
あ
る

心
と
ど
ん
な
分
野
で
も
活
躍
で
き
る
実
力
が
あ
る

ね
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
だ
よ
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

ね
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
だ
よ
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
人
生
を
満
喫
し
て
ね
。

で
人
生
を
満
喫
し
て
ね
。

向向　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

花
ま
る
学
習
会
・
ス
ク
ー
ル
Ｆ
Ｃ
卒
業
生
の
そ
の
後
に
迫
り
ま
す
。

第
32
弾
は
、
中
学
受
験
で
の
学
校
の
選
び
方
が
印
象
的
だ
っ
た
、

伝
説
の
卒
業
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

お
父
さ
ん
の
こ
と
や
学
生
時
代
の
こ
と
な
ど
、

お
父
さ
ん
の
こ
と
や
学
生
時
代
の
こ
と
な
ど
、

続
き
は
こ
ち
ら
！

続
き
は
こ
ち
ら
！

6
父の仕事の都合で 2 年ごとに転校していたのですが、少し寂しい思いをしていた小学 5 年生のときに友人に誘われて空手を始めました。痛いけれども兄貴分的な先輩たちとの交流が楽しくて、高 3 まで続けました。自己肯定感父の仕事の都合で 2 年ごとに転校していたのですが、少し寂しい思いをしていた小学 5 年生のときに友人に誘われて空手を始めました。痛いけれども兄貴分的な先輩たちとの交流が楽しくて、高 3 まで続けました。自己肯定感

はあまり高くない人間だったのですが、卒業の頃に何気なく測定した心肺能力（動悸状態からの回復力）検査で、仲間と桁違いの数値が出て、すごく大きな自信になりました。｜菅原がーすー忠はあまり高くない人間だったのですが、卒業の頃に何気なく測定した心肺能力（動悸状態からの回復力）検査で、仲間と桁違いの数値が出て、すごく大きな自信になりました。｜菅原がーすー忠 カタ



親子ともに釣りは初めての体験で、釣具の準備の仕方から教えていただき大変楽しかったで
す。夜におこなった「お魚カルタ」も印象的だったようで、帰ってからお気に入りの魚や旅館
の絵を描いていました。 家族以外の大人に遊んでもらったり、新しいお友達をつくったりす
る機会がなかなかないので、子どもがたくさんの人とかかわれるのはとてもありがたい体験
です。先生方の巻き込み力が素晴らしく、親子でほかのご家族と一緒になって遊び尽くすこ
とができたので、楽しい夏の思い出になりました。 掲示板にまとめてくださった写真つきの
記録も、サマースクール後に読み返して余韻を楽しんでいます。今回の親子コース開催にあ
たってご尽力くださり本当にありがとうございました。また野外体験に参加したいと思いま
す。

親子で港町で遊ぼうコ
ー
ス 年長・男子 保護者

今回、初めて魚を自分で捕まえ、さばき、食べるという体験をした息子。「目がキラキラして、
鱗がキラキラでかわいかった。食べたらおいしかった」と興奮気味に話してくれました。 翌
日、カマスを買ってきて塩焼きにしました。一緒に塩を振りながら「魚の心臓って小さいん
だよ。小さい心臓で一生懸命川を泳いでいたんだよ」と教えてくれました。 食事を終えたあ
と、カマスの骨に向かって手を合わせて真剣な顔で「ありがとう」と言う息子を見て心の
成長を感じ、胸が熱くなりました。実際にその命と向き合うことで初めて、命をいただくと
いうことに対して生まれた感情があったようです。 サマースクールの先生方、スタッフの
方々、暑いなかご指導いただき、また、子どもたちの安全と成長を見守ってくださりありが
とうございました。 また来年もぜひ参加させたいと思います。

川遊びの国コ
ー
ス 小1・男子 保護者

本人の承諾を得ないまま参加を申し込みました。申し込み前に「楽しそうだよ、行ってみ
ない？」と話はしていましたが「絶対に行かない」と宣言されていて、参加が決まった際に
は勝手に申し込まれたと泣いて怒っていました。「ママも最初から最後まで同行できるよ
う先生に聞いて」と言ってみたり、「不安で頭がいっぱいなの」と泣いたり、まさに出発前か
らサマースクールは始まっていました。 出発２週間前になると「校庭の砂の一粒分くらい
は楽しみ」と話すようになり、 出発当日も不安と緊張でいっぱいの顔でしたが、掲示板の写
真には楽しさがあふれていました。 解散場所に戻ってきた娘は、充実した4日間だったこと
がじわじわ伝わる良い顔をしていて、 帰り道も水遊びやカレー作り、仲良くなったお友達
のこと、クワガタ体操など、たくさん話をしてくれました。 今回の体験は何にも代えられな
い大きな経験になったと思います。大変お世話になりました。ありがとうございました。

小3・女子 保護者わくわくアドベンチャー (関東エリア )コ
ー
ス

今回が 3 回目の野外体験。 去年から「高濱先生に直接会って感謝の気持ちを伝えたいから修学旅
行に行く！」と言いはじめ、必ず行けるとは限らないし……と母は不安でしたが、無事に参加が決
まったときは「夢が叶ったー！」と大喜びでした。 思春期に入って自分と向き合う時間も増えて
きたなぁと感じていたなかでの今回の修学旅行は、娘にとって本当に大切な時間になったようで
す。 また、ずっと夢だった高濱先生にお手紙を渡す場面では泣いたと聞いて、娘の本気の想いを感
じ、本当によかったね、となんだか私も感動して涙してしまいました。 学校やほかの習い事の体験
とはまったく異なる花まるの野外体験。 毎回の掲示板を見ていても、先生方の熱意や子どもたち
への想いがひしひしと伝わってきて、この特別な時間を大人も本気になって作り上げていこうと
する様子にいつも感動しています。 「次は高校生リーダーとして絶対に参加したい」と言っている
ので、また先生方とともに過ごせる時間を楽しみにしています。 本当にありがとうございました。

小 6・女子 保護者高濱先生と行く修学旅行コ
ー
ス

7

サマースクール

保護者アンケート

わが子の
成長を
見届けて

サマースクールで、普段の生活では得られない経
験をした子どもたちの成長や笑顔は、保護者の方
にとっても大きな感動だったようです。保護者の
みなさまからの声をご紹介します。



次の申し込みは！

昨年の初参加に続き2 度目の参加。今年も大きくたくましくなって帰ってきました！　
今回のもっとも嬉しい成長は「諦めずに挑戦しつづけたこと」です。リーダーからの
申し送りで、火おこしの際になかなか上手くいかないなか果敢に挑戦していたという
様子を聞いて感動しました。 火おこしの過程で指を地面に擦りつけてしまって小さな
擦り傷ができたけれど、2 回目の挑戦もしたそうです。傷に敏感で痛がりなのでびっ
くり！　なぜかと理由を聞いてみたら、「最後まで挑戦しつづけるとみんなで決めた
から」とのこと。知らぬうちにそんな精神が育っていたことに改めて感動しました。 来
年はどんな経験をしてくるのか、心が大きく成長する旅をいまから楽しみにしていま
す。

小 2・女子 保護者火おこしの国コ
ー
ス

出発が近づくにつれ「 2泊もするのこわい～」とテンションが低くなり、予想通り集合
場所の東京駅で泣いてしまいました。掲示板を見つめながら無事を願っていた3日間。
丁寧に更新してくださった掲示板の情報や、インスタライブの動画がとても嬉しかっ
たです。どんな顔をして帰ってくるのか心配でしたが、重い荷物を自分で背負って一
列に歩く姿には感動しました。帰宅後はサムライ合戦での出来事をたくさん話してく
れました。いただいたサイン入りの刀を眺めては、宝物みたいに大切にしています。我
慢も寂しさもあったと思いますが、素晴らしい時間を過ごせたようです。支えてくだ
さったリーダーをはじめ、スタッフのみなさま、本当にありがとうございました！

小 2・男子 保護者サムライの国コ
ー
ス

何よりリーダーのみなさんの、子どもへのかかわり方に感銘を受けました。 必要な説
明をして子どもに考えさせる余白を与えつつ、手を出すのではなくアドバイスを小出
しにして出す。決してせかさず最後まで見届ける。そのかかわり方が素晴らしいと思
えたし、無人島での時間は私たちもそれをする余裕があったので、真似をしながら実
践することができました。いつもポジティブな言葉かけをすること、先生方が何でも
楽しむこと、挑戦することを背中で見せてくださるのが素敵だと思いました。無人島
サマースクールは、親にとっても学び多き時間になりました。 期間中、私たちの見えな
いところで表に裏にたくさんたくさんサポートしていただき、本当に感謝しておりま
す。 娘も、無人島で過ごしたという経験やテントをたてる際に率先して動けたことで
自信をつけた様子でした。 素敵な体験をありがとうございました！

小 4・女子 保護者親子で無人島サマースクールコ
ー
ス

※募集スタートは1月上旬を予定しています。

＆雪国スクール
年長～中学生年長～中学生

卒業記念の無人島
現6年生限定現6年生限定

8 ※スキーは小学生以上



Dr.カニーの

おうち
メンタル
ケア

誰かにもらったお金（臨時収入）で友達にお菓子やジュースをおごったり、

その逆だったり……ということが増えました。しかも「親にはナイショ」と

されてしまうと把握できず困っています。叱られるとわかっているのにやっ

てしまう心理は理解できるのですが、それが見えないところで続いていくと

いつかトラブルになりそうで怖いです。特に金銭が絡むものはお友達の親御

さんとの関係にもかかわるので、どのような伝え方がいいか教えてください。

「友達とのお金のやりとり」をどう見守るか
小学校高学年になると、友達とのかかわりのなかでおごったりおごられたりと
いったお金のやりとりが出てきます。また、親に内緒にすることも上手になっ
ていきます。仲間関係や健全な金銭感覚を育てるために、どのような声かけや
話し合いがよいのかのヒントをお届けします。

子どもにとって仲間関係は自己理解や他者理解を深める大切な場です。「一切禁止」とするのではなく、試行錯誤させつつ、未熟な部分を親
が補い、時代や年代に合ったルールを設定することが大切です。

今月のお悩み　小 5男子の保護者より

「内緒」にできるのも成長
子どもが嘘をついたり秘密をもったりすると親は不安になりますが、「嘘をつける」「秘密を守れる」のは発達の証です。嘘をつくには「相手が
何を知っていて、何を知らないのか」を理解する＂心の理論”が必要で、それに基づいて工夫する必要があります。内緒にできるということは「自
分や仲間の世界」と「親や大人の世界」を区別し、「言わないと決めたことを守り抜ける」という成長の表れでもあります。確かに親から「叱ら
れないように」といった知恵が働いている場合もあります。
今回は、トラブルに発展しそうで心配ということですが、おおらかに構えていい場合は「あ、この子も秘密をもてるようになったんだな」とい
う気持ちで見守っていいと思います。

「お金のやりとり」について話す
親としては、お金のやりとりがあったら報告してもらえるように伝えることが大切です。たとえば、

　 「おごったとき、どんな状況だったの？」
　 「おごられたときはどうだった？」
交互だったり小さなごほうび程度なら問題ないかもしれませんが、高額だったり片方ばかりが負担している場合は不公平感が生じます。さらに
相手の親が状況を把握しているかどうかも重要です。低学年では全面禁止にする家庭が多いようですが、高学年になると家庭によって考え方が
分かれます。だからこそ、親として「お金のやりとりは大人でもトラブルになりやすいから、どのような状況だったのか話をしてほしい」と伝
えておくといいでしょう。

「お金のルール」をどう決めるか
もし禁止にしたい場合は「お金のやりとりはなし」と家庭のルールを明確にしましょう。そのうえで相手の親とも話し合い、必要なら返金する
など対応を決めておくと安心です。
相手の親とお金のことについて話し合えないのに、そして子どもがお金のやりとりをしていることを知っているのに、「お金のやりとりは禁止」
と言ってしまうのは、子どもがますます親に報告しなくなったり、トラブルがおきたあとも一人で抱え込んでしまったりする原因にもなります。
また、思春期は、親の言うことを聞くべきか、仲間関係を大切にするべきかと葛藤しながら、すべて親の言うことを聞くのではなく、自分の意
見をもっていく時期です。そのときに、親は「お金のやりとりは禁止」と言っていて、仲間と子どもは「お金のやりとりをしたい」と思ってい
る場合、さらなる葛藤を生むことになります。

試行錯誤しながら取り組む
金銭感覚は子どもの発達段階や時代背景によっても変わります。報告を促しつ
つ見守る、相手の親と連携してルールを決める、うまくいかなければ修正する。
そんな柔軟なかかわりが重要ではないかと思います。
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蟹
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東京の大学病院にて児童精神科医として臨床に携わる傍ら、妊
産婦やアスリート、神経発達症、精神疾患を対象とした認知行
動療法の研究を行う。V Rやアプリを活用した認知行動療法のプ
ロダクト開発にも取り組み、精神医学・心理学の啓蒙活動を一
般の方や教育業界向けに展開。二児の母としての経験も活かし、
親としての目線で日々の生活や子育てに役立つ情報を発信中。

10 歳から 22 歳までボーイスカウトを続けました。中 3 までは楽しませてもらうのですが、高 1 からは企画・運営してお世話する側に。大学時代には地区長として 15 人の高校生・大学生たちをまとめ、60 人の子どもた10 歳から 22 歳までボーイスカウトを続けました。中 3 までは楽しませてもらうのですが、高 1 からは企画・運営してお世話する側に。大学時代には地区長として 15 人の高校生・大学生たちをまとめ、60 人の子どもた

ちのお世話をしました。雨天バージョンをふくむ分刻みのスケジュールを 3 か月かけて仲間と練り上げ、やり遂げました。子どもたちが「楽しかったー！」と言ってくれ幸福を感じました。｜高橋ピノ愛梨ちのお世話をしました。雨天バージョンをふくむ分刻みのスケジュールを 3 か月かけて仲間と練り上げ、やり遂げました。子どもたちが「楽しかったー！」と言ってくれ幸福を感じました。｜高橋ピノ愛梨タ コ
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12月のAtelier for KIDs

素材セットとおたよりがご自宅に届き、
お好きなタイミングで制作をします。
LINE公式アカウントのやりとりにて、
Rinせんせいから鑑賞の言葉を
もらえます。
詳しくはHPをご覧ください。

参加費　1名 3,300 円（送料・税込）

おうちアトリエクラス

お申し込みは
こちら！

申込締切
12/3（水）
19:00

旅をするBOX
クリスマス編

全国から
参加可能！

対象　　年長～中学生
定員　　30名（予定）
参加費　1 名 3,850 円（税込）

対面クラス
12/14（日）10：30～12：00
＠お茶の水花まるラウンジ

折り紙を折って切って、立体的なオーナメントに仕上げるレシピです。
大小さまざまな折り紙とはさみとのりがあれば、たくさんつくってそのつな
げ方によってもまた違った作品に仕上がります。同じものをいくつかつくる
ことで、試行錯誤し、よりやりやすい方法や段取りに気がついたりと、お手
伝いを継続するのと同じ「工夫する力」が自然と育まれます。それは、「お
もしろい」「やってみたい」「もっとこうしたらどうなるだろう？」という主
体的な心の動き（遊び）のなかでこそ伸びる力とも言えますよね。
このほかにも、立体的な星の形をつくる動画もありますよ。
クリスマスの飾りとしてもおすすめです。

じゅんびするもの
・折り紙　　・はさみ　　・のり

10

今月の ARTレシピ

『立体折り紙オーナメント』

つくり方を
動画で見てみよう

Rinせんせいが
つくってみたよ

大学時代の夏休みは数週間ゲストハウスに住み込んでアルバイトをしました。そのとき「50 冊の本を読むぞ」と決意し、実際に 51 冊（普段読まない太宰治や幸田文まで領域を広げて）読み切ったときは充実感がありました。大学時代の夏休みは数週間ゲストハウスに住み込んでアルバイトをしました。そのとき「50 冊の本を読むぞ」と決意し、実際に 51 冊（普段読まない太宰治や幸田文まで領域を広げて）読み切ったときは充実感がありました。

『13 歳のキミへ』（実務教育出版）を読んで花まるを知り、WEB 公開されていた教室長のコラムに感動して入社。いま憧れのコラムを書くことができ幸せです。本が人生を導いてくれているなと感じます。｜城戸どど桃子『13 歳のキミへ』（実務教育出版）を読んで花まるを知り、WEB 公開されていた教室長のコラムに感動して入社。いま憧れのコラムを書くことができ幸せです。本が人生を導いてくれているなと感じます。｜城戸どど桃子 カタ
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勝谷 里美
花まる学習会の教室長を担当しながら、花まる学習会や公立小学校向け

の教材開発や、書籍出版に携わる。現在は、小 5・小 3・年少の母とし

て子育てに奮闘中。著書に『東大脳ドリルこくご伝える力編』『東大脳

ドリルかんじ初級』『東大脳ドリルさんすう初級』（学研プラス）ほか

花まる教室長がお届けする

子育て奮闘記

花まるリビング

51
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大
げ
ん
か
。
Ｍ
は
プ
イ
ッ
と
登
校
し
、
私

は
イ
ラ
イ
ラ
を
抱
え
た
ま
ま
出
勤
し
ま
し
た
。
途
中
で
立
ち
寄
っ

た
コ
ン
ビ
ニ
で
、
Ｍ
が
「
お
い
し
い
か
ら
ま
た
食
べ
た
い
！
」
と

言
っ
て
い
た
ア
サ
イ
ー
ボ
ウ
ル
を
発
見
。
無
意
識
の
う
ち
に
か
ご

に
入
れ
、
レ
ジ
へ
。

　

そ
の
と
き
ふ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。
―
―
こ
ん
な
に
腹
を
立
て

て
い
る
の
に
、
子
ど
も
の
好
物
を
見
つ
け
る
と
つ
い
買
っ
て
し
ま

う
母
の
習
性
に
。

　
「
や
っ
ぱ
り
家
族
っ
て
い
い
な
」
と
、
ま
と
め
た
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に
書
き
留
め
て
お
き
た
か
っ
た
の
は
、
母
は
無
意
識
に
、
自
分

の
怒
り
を
“
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
”
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
づ
き
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
続
く
と
、
い
つ
か
爆
発

し
て
し
ま
う
…
…
。
過
去
11
年
、
母
業
を
や
っ
て
き
た
自
分
の
経

験
を
ふ
ま
え
て
、
そ
う
感
じ
ま
す
。

　

怒
り
と
い
う
感
情
に
対
し
て
、“
こ
だ
わ
り
を
捨
て
る
”“
さ
ら

り
と
受
け
流
す
”こ
と
も
大
切
。
で
も
同
時
に
、「
怒
り
を
感
じ
た
」

と
い
う
事
実
を
認
め
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
怒
り
は
、

自
分
の
な
か
に
譲
れ
な
い
何
か
が
あ
っ
た
証
拠
。
そ
の
気
持
ち
を

消
さ
な
く
て
も
い
い
。

　

怒
り
続
け
る
の
は
自
分
も
と
て
も
し
ん
ど
い
の
で
、

・
何
が
譲
れ
な
か
っ
た
の
か
、
言
葉
に
し
て
み
る

・�
必
要
な
ら
子
ど
も
に
伝
え
る
、
必
要
な
い
と
判
断
し
た
ら
伝
え

な
く
て
も
い
い
、
自
分
で
決
め
る

・
自
分
の
気
持
ち
を
い
た
わ
る

自
分
の
感
情
を
そ
の
よ
う
に
扱
え
る
と
い
い
気
が
し
ま
す
。

　　

子
ど
も
の
好
物
を
無
意
識
に
買
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
好
物

は
意
識
的
に
買
っ
て
甘
や
か
し
て
あ
げ
る
。
好
き
な
も
の
や
好
き

な
こ
と
に
た
く
さ
ん
触
れ
て
、
甘
や
か
し
て
あ
げ
て
も
い
い
。
た

だ
「
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
」
だ
け
は
し
な
い
で
ほ
し
い
―
―
。

　

過
去
の
私
に
、
そ
し
て
い
ま
現
在
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
る
多

く
の
お
母
さ
ん
に
、
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

�

花
ま
る
学
習
会　

勝
谷 

里
美

　
高
学
年
対
応
「
行
間
を
読
む
！
」

　
最
後
と
は
知
ら
ぬ
最
後
が
過
ぎ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
の
連
続
と
思
う
子
育
て

俵
万
智
『
未
来
の
サ
イ
ズ
』（
角
川
書
店
）

　

長
女
Ｍ
が
11
歳
を
過
ぎ
、
こ
の
短
歌
に
共
感
す
る
場
面
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

一
年
程
前
か
ら
、
Ｍ（
小
5
）
は
自
分
の
部
屋
で
宿
題
を

す
る
よ
う
に
。
リ
ビ
ン
グ
で
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
話
し
な
が
ら

や
っ
て
い
た
Ｍ
に
対
し
て
「
集
中
す
れ
ば
早
く
終
わ
る
の

に
！
」と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
時
間
は
、気
づ
け
ば
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
Ｍ
が
め
ず
ら
し
く
声
を
か
け
て
き
ま
し

た
。

 「
ん
ー
、
ど
う
し
よ
っ
か
な
ぁ
。
今
日
は
宿
題
、
リ
ビ
ン
グ

と
自
分
の
部
屋
の
ど
っ
ち
で
や
っ
た
ら
い
い
と
思
う
？
」

　

私
は
「
ど
っ
ち
で
も
い
い
よ
。
リ
ビ
ン
グ
は
弟
妹
が
い
て

騒
が
し
い
け
れ
ど
、気
に
な
ら
な
け
れ
ば
机
を
片
づ
け
る
よ
」

と
答
え
ま
し
た
。
正
直
、
本
当
に
「
ど
っ
ち
で
も
よ
い
」
気

持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、
Ｍ
は
煮
え
切
ら
な
い
様
子
。
最
終

的
に
「
リ
ビ
ン
グ
で
や
る
！
」
と
宿
題
を
持
っ
て
き
て
、
相

変
わ
ら
ず
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
手
を
動
か
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
日
の
夜
、
ふ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。

「
あ
の
と
き
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、『
ど
っ
ち
で
も
い
い
よ
』

と
い
う
返
答
じ
ゃ
な
く
て
、『
お
母
さ
ん
が
寂
し
い
か
ら
、

た
ま
に
は
リ
ビ
ン
グ
で
一
緒
に
や
ろ
う
よ
』
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
。

　

行
間
を
読
め
て
い
な
か
っ
た
…
…
。
素
直
さ
が
影
を
潜
め

て
く
る
高
学
年
、
思
春
期
。
手
を
放
す
時
期
で
は
あ
る
け
れ

ど
、「
も
う
手
離
れ
し
た
」
と
決
め
つ
け
ず
、
そ
の
日
の
小

さ
な
サ
イ
ン
を
丁
寧
に
観
察
す
る
。
発
言
は
行
間
を
読
む
。

そ
う
や
っ
て
子
ど
も
に
向
き
合
い
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、「
最
後
と
は
知
ら
ぬ
最
後
が
過
ぎ
て
」
い
っ
て
も
、
き
っ

と
後
悔
は
な
さ
そ
う
で
す
。

感
情
と
向
き
合
う

Dr. カニーの
おうちメンタルケア入門 第 1 回

『こころのコンディショニングって何？』

『カラーモンスター
きもちは なにいろ？』

アナ・レナス　著
おおとも たけし　訳

（永岡書店）
子ども自身が、楽しく自分の「感情」に向き合える楽し
い 1 冊。うれしい、かなしい、いかり、ふあん、おだやか、
といった色のモンスターが出てきます。同じシリーズに
はポップアップバージョンや塗り絵バージョンも。読ん
だあとに、いろとりどりのツールを使って、親子でお絵
描きなどを楽しんでもいいですね。

花まる子育てカレッジで配信している、代表高濱と精神科医・
研究者・開発者の蟹江絢子氏（Dr. カニー）との対談「Dr. カニー
のおうちメンタルケア入門」シリーズ。「こころの
コンディショニングって何？」「感情の問題に対
応するー悲しみイライラ」など、１テーマ 30 分
で学べます。子どもの感情だけでなく、自分自身
の感情に対する気づきも多いです。

××

母業、10年を超えて想うこと

大学で ESS サークルに入り毎日英語劇にのめりこみました。3 年時、まわりは就活を始めたのですが、「俺は役者になってやる！」と決めました。甘いマスクと小柄な体格は個性となり、受ける劇団のオーディションにほとんど合格。順大学で ESS サークルに入り毎日英語劇にのめりこみました。3 年時、まわりは就活を始めたのですが、「俺は役者になってやる！」と決めました。甘いマスクと小柄な体格は個性となり、受ける劇団のオーディションにほとんど合格。順

調でしたが、毎回友人にチケットを買ってもらう重みがのしかかったとき、花まるの「夢社員募集」を知って応募しました。新国立劇場などでの舞台を経て、バルーンに的をしぼり、夢を追いつづけています。｜土方ソイソイ日向調でしたが、毎回友人にチケットを買ってもらう重みがのしかかったとき、花まるの「夢社員募集」を知って応募しました。新国立劇場などでの舞台を経て、バルーンに的をしぼり、夢を追いつづけています。｜土方ソイソイ日向タ コ
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今
年
5
歳
に
な
っ
た
息
子
は
、
最
近
、
話
し
か
け

る
際
は
枕
に
必
ず
「
パ
パ
見
て
？
」「
パ
パ
聞
い
て
？
」

を
つ
け
て
き
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
ほ
う
を
見
て

い
る
か
、
聞
こ
う
と
し
て
い
る
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
て
、
見
て
い
な
い
と
感
じ
る
と
「
パ
パ
見
て
？
」

が
再
び
出
て
き
ま
す
。

　
「
見
て
も
ら
え
て
い
な
い
」「
聞
い
て
も
ら
え
て
い

な
い
」
と
感
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
な
と
気

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
改
め
て
花
ま
る
の
現
場

に
出
る
と
、「
先
生
見
て
ー
！
」「
先
生
聞
い
て
ー
！
」

が
た
く
さ
ん
飛
び
交
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。

　

息
子
は
別
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

「
見
て
ほ
し
い
」「
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
よ
り
強
く
な
る
時
期
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
。
花

ま
る
の
子
ど
も
た
ち
も
同
様
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

彼
ら
か
ら
「
見
て
」「
聞
い
て
」
と
い
う
サ
イ
ン
が
出

て
き
た
ら
、
丁
寧
に
向
き
合
っ
て
、
見
る
（
聞
く
）

姿
勢
を
と
ら
ね
ば
と
意
識
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
息
子
が
通
う
こ
ど
も
園
で
は
、
園

の
近
く
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
契
約
し
、
そ
こ

で
体
操
や
ス
イ
ミ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
年

中
ク
ラ
ス
に
進
級
し
た
息
子
も
、
春
か
ら
月
2
回
ペ
ー

ス
で
ス
イ
ミ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ま
で
お
風
呂

を
除
き
、
水
の
な
か
に
入
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
た
め
、
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
て
泳
ぐ
こ
と
に
興
味

を
も
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
彼

の
ス
イ
ミ
ン
グ
デ
ビ
ュ
ー
は
苦
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

　

い
つ
も
帰
宅
後
に
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
一
日
の
出

来
事
や
思
い
出
を
話
す
の
で
す
が
、
そ
の
日
は
ス
イ

ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
コ
メ
ン
ト
し
な
い
息
子
。

初
め
て
の
こ
と
や
環
境
に
対
し
て
す
ご
く
慎
重
に
な

る
子
な
の
で
、
回
を
重
ね
れ
ば
徐
々
に
慣
れ
て
ス
イ

ミ
ン
グ
の
話
題
も
増
え
て
く
る
か
な
と
そ
の
と
き
は

楽
観
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
2
日
後
の
夜
、
息
子
か
ら
「
次
の
ス
イ

ミ
ン
グ
は
行
き
た
く
な
い
、
見
て
い
る
だ
け
が
い
い
」

と
切
実
に
お
願
い
を
さ
れ
た
と
妻
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

何
度
も
念
を
押
す
よ
う
に
言
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と

は
、
よ
ほ
ど
い
や
な
の
で
し
ょ
う
。
次
の
日
、
連
絡

帳
に
そ
の
こ
と
を
書
き
、
園
の
先
生
か
ら
ス
イ
ミ
ン

グ
の
と
き
の
息
子
の
様
子
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
副
担
任
の
先
生
と
妻
が
電
話
で
話
し
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
聞
い
た
内
容
が
「
鼻
に
水
が
入
っ
ち
ゃ
っ

て
、
そ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
…
…
」
で
し
た
。

　

鼻
に
水
が
入
っ
た
ら
痛
く
て
泣
く
の
は
当
た
り
前
。

泣
か
な
く
と
も
、
水
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
な
ら

パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
息
子
が
水
に
対
す

る
恐
怖
心
を
抱
え
た
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
数
日
の
こ

と
を
思
う
と
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

2
週
間
ぶ
り
2
回
目
の
ス
イ
ミ
ン
グ
は
ど
う
す
る

の
か
。
決
し
て
無
理
強
い
は
し
な
い
と
夫
婦
で
決
め

て
い
た
の
で
、
最
終
判
断
は
息
子
に
委
ね
ま
し
た
。

葛
藤
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
彼
が

最
後
に
く
だ
し
た
決
断
は
「
ス
イ
ミ
ン
グ
に
参
加
せ

ず
園
に
残
る
」
で
し
た
。
ほ
か
に
も
そ
う
い
う
子
が

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
し
息
子
だ
け
が
ス

イ
ミ
ン
グ
に
行
か
な
か
っ
た
な
ん
て
こ
と
を
知
っ
て

し
ま
っ
た
ら
心
が
ざ
わ
つ
く
と
思
い
、
何
も
聞
か
な

い
で
お
き
ま
し
た
。
知
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
こ
と
だ
っ

て
あ
る
。
焦
ら
ず
、少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
け
ば
い
い
。

そ
う
自
分
の
心
に
言
い
聞
か
せ
、
息
子
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

5
月
と
6
月
の
ス
イ
ミ
ン
グ
は
体
調
不
良
で
休
ん

だ
日
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
2
回
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
で
も
大
丈
夫
」

と
園
の
先
生
に
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
安
心
し
、

休
み
休
み
参
加
し
た
そ
う
で
す
。

　

た
だ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
の
週
に
な
る
と
数
日
前
か
ら

「
ス
イ
ミ
ン
グ
に
行
き
た
く
な
い
、
園
で
待
つ
」
と
何

度
も
私
た
ち
に
言
っ
て
き
ま
す
。
少
し
で
も
次
の
ス

イ
ミ
ン
グ
が
楽
し
み
に
な
れ
ば
と
思
い
、
家
族
旅
行

で
屋
内
プ
ー
ル
に
行
っ
た
り
、
週
末
に
区
民
プ
ー
ル

に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
7
月
の
ス
イ
ミ
ン
グ
。
ま
た
し

て
も
息
子
の
口
か
ら
出
て
き
た
言
葉
は
「
ス
イ
ミ
ン

グ
に
行
か
な
い
、
園
で
待
つ
」
で
し
た
。
こ
の
言
葉

を
何
度
聞
い
て
き
た
こ
と
か
。
言
わ
れ
る
こ
ち
ら
の

身
に
も
な
っ
て
く
れ
よ
…
…
と
心
の
な
か
で
思
い
つ

つ
、妻
と
2
人
で
励
ま
し
ま
す
。
当
日
に
な
っ
て
も「
い

や
だ
！　

行
か
な
い
！
」
と
怒
り
口
調
で
返
し
て
く

る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
の
で
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と
無

理
か
も
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
、
息
子
を
迎
え
に
行
っ
た
妻
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

が
。
何
と
、
ス
イ
ミ
ン
グ
に
行
け
た
の
で
す
。
し
か

も
翌
朝
、
息
子
に
聞
く
と
「
何
回
も
潜
れ
た
！
」「
潜

る
の
が
楽
し
く
な
っ
た
！
」「
ス
イ
ミ
ン
グ
は
も
う

へ
っ
ち
ゃ
ら
！
」
と
自
信
満
々
に
話
し
て
く
れ
、
驚

き
ま
し
た
。
実
は
、
彼
を
あ
と
押
し
し
た
の
は
産
休

か
ら
復
職
し
た
現
担
任
の
Ｏ
先
生
で
し
た
。

　

二
年
前
も
担
任
だ
っ
た
Ｏ
先
生
に
、
息
子
は
大
き

な
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
聞

い
た
Ｏ
先
生
が
「
○
○
く
ん
（
息
子
）
が
ス
イ
ミ
ン

グ
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
、
見
た
い
な
」
と
1
対
1
で

話
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。「
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
よ
り
強
い
こ
の
時
期
に
信
頼
を
寄
せ
る
先

生
か
ら
「
見
た
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
は
り
き
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

　
「
見
た
い
な
」
と
い
う
言
葉
は
、
見
て
ほ
し
い
子
ど

も
か
ら
し
た
ら
ス
イ
ッ
チ
の
入
る
魔
法
の
言
葉
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「（
あ
な
た
の
頑
張
り
を
）見
た
い
」

と
心
か
ら
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
安
心
し
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
を
こ
の
一
件
か
ら
学
び
ま
し
た
。

「
見
て
い
る
よ
」
と
い
う
眼
差
し
を
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。

花
ま
る
学
習
会　

鈴
木 

和
明

眼
差
し

わが家の自由研究
vol.18

花まるパパ社員の
シ
ド
ニ
ー
の
自
由
研
究
②

鈴木 和明
Kazuaki

ikuzuS
（シドニー）

旅行が大好きです。もともと親の仕事の都合でアメリカや香港に住んでいたこともあります。幼い頃は車酔いするタイプだったこともあり、各飛行機会社のエチケット袋を収集するのが趣味でした。大学ではお金がないので

自転車部に所属。四国一周や北海道横断など各地を走りました。働きだしてからも出産まではヨーロッパやアジア、中南米などへ精力的に旅をしました。どこでも生きていけるし人が大好きです。｜川波ばんちょう朋子 カタ



 

小
こ

泉
いずみ

 八
や

雲
くも

 　作
さく

小
こ

宮
みや

 由
ゆう

　選
せん

・訳
やく

（アノニマ・スタジオ）

『怪
か い

談
だ ん

―こわくて不
ふ し ぎ

思議な
　　　　　　　10の話

はなし

―』

朝
あさ

ドラ「ばけばけ」で話
わ

題
だい

、ラフカディ

オ・ハーンこと小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

による怪
かいだん

談の数
かずかず

々が、新
あら

たな翻
ほんやく

訳

と斬
ざんしん

新なイラストで生
う

まれ変
か

わりました。「雪
ゆき

女
おんな

」や「ろく

ろ首
くび

」、「むじな」などのおなじみの怪
か い だ ん

談のほか、八
や

雲
くも

が妻
つま

セツから聞
き

いて綴
つづ

った日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

の不
ふ し ぎ

思議な話
はなし

が 10 話
わ

収
おさ

めら

れています。朗
ろ う ど く

読にも適
てき

した翻
ほ ん や く

訳なので、実
じ っ さ い

際に声
こえ

に出
だ

し

て読
よ

んでみると、セツが八
や

雲
くも

に語
かた

っている様
よう

子
す

が目
め

に浮
う

か

んでくるかも。

2 時
じ

間
かん

サ ス ペ ン ス で お な じ み、 名
めい

探
たんてい

偵浅
あさ

見
み

光
みつひこ

彦の家
いえ

のお手
て

伝
つだ

い、吉
よ し だ

田

須
す み こ

美子を主
しゅじんこう

人公にした異
い

色
しょく

の「日
にちじょう

常の謎
なぞ

」系
けい

ミステリーシリー

ズ。第
だい

4 巻
かん

の本
ほんさく

作では、須
す み

美ちゃんが商
しょうてんがい

店街で偶
ぐうぜん

然拾
ひろ

ったメ

モから始
はじ

まる謎
なぞ

を解
と

き明
あ

かすことで、やがてたくさんの人
ひと

の

秘
ひ

められた思
おも

いや記
き

憶
おく

が明
あき

らかになっていきます。霜
しも

降
ふり

銀
ぎん

座
ざ

商
しょうてんがい

店街や王
お う じ

子の飛
あ す か

鳥山
やま

、旧
きゅう

古
ふるかわ

河庭
ていえん

園、旧
きゅう

岩
いわぶち

淵水
すいもん

門など、舞
ぶ

台
たい

はすべて東
とうきょう

京都
と

北
きた

区
く

の実
じつざい

在の場
ば

所
しょ

。「北
きた

区
く

愛
あい

」に満
み

ちた一
いっさつ

冊

です！

内
うち

田
だ

康
やす

夫
お

財
ざいだん

団事
じ む

務局
きょく

　著
ちょ

（光
こうぶんしゃ

文社文
ぶん

庫
こ

）

『奇
き

譚
た ん

の街
ま ち

 
  須

す み

美ちゃんは名
め い

探
た ん て い

偵 ! ?
  浅

あ さ

見
み

光
み つ ひ こ

彦シリーズ番
ば ん が い

外』

黒
くろ

井
い

 健
けん

　作
さく

・絵
え

（瑞
ずいうんしゃ

雲舎）

『 LONG NIGHT』

「あれは本
ほ ん と う

当にあったことだろうか

……？」夜
よる

の街
まち

を彷
さ ま よ

徨いながらふと待
ま

ち伏
ぶ

せのようによみがえってくる、忘
わす

れかけていた記
き

憶
おく

。語
かた

り手
て

の男
おとこ

の目
め

に

映
うつ

るのは、レストランやバーの一
い っ か く

角、ホテルの一
い っ し つ

室、街
が い と う

灯

に照
て

らされた夜
よる

の小
しょうけい

径――。教
き ょ う か し ょ

科書でおなじみ、絵
え

本
ほん

『手
て

ぶくろを買
か

いに』（偕
か い せ い し ゃ

成社）や『ごんぎつね』（偕
か い せ い し ゃ

成社）な

どで有
ゆ う め い

名な黒
くろ

井
い

健
けん

氏
し

による幻
げ ん そ う て き

想的なイラストが魅
み

力
りょく

。大
お と な

人

のための現
げ ん だ い

代絵
え

本
ほん

ですが、これからの人
じ ん せ い

生を歩
あゆ

む子
こ

どもに

も鮮
せんれつ

烈な印
いんしょう

象を与
あた

えるであろう一
いっさつ

冊。

～耳
み み

をすます
記
き

憶
お く

の彼
か な た

方からの声
こ え

に～

第
だい

78 回
かい

毎
まいにちしゅっぱん

日出版文
ぶん

化
か

賞
しょう

を受
じゅしょう

賞し、今
こ と し

年

の終
しゅうせん

戦記
き

念
ねん

日
び

間
ま

近
ぢか

にラジオ番
ば ん ぐ み

組化
か

もさ

れ て 話
わ

題
だい

に な っ た 一
い っ さ つ

冊。 太
た い へ い よ う

平 洋 戦
せ ん そ う

争

末
ま っ き

期、アメリカ本
ほん

土
ど

攻
こ う げ き

撃のために極
ごく

秘
ひ

に開
か い は つ

発された決
け っ せ ん

戦兵
へい

器
き

「風
ふ う せ ん ば く だ ん

船爆弾」を作
つく

るために動
ど う い ん

員され

たのは、全
ぜ ん こ く

国の女
じ ょ が く せ い

学生たちだった――。知
し

られざる歴
れき

史
し

の

一
いち

ページが、まるで抒
じょじょう

情詩
し

のような独
ど く と く

特な文
ぶ ん た い

体で描
えが

かれて

非
ひ

常
じょう

に印
いんしょうてき

象的。終
しゅうせん

戦 80 年
ねん

の今
こ と し

年、当
とう

時
じ

を生
い

きた人
ひと

たちの

「声
こえ

」に耳
みみ

をすますためにも是
ぜ ひ

非ひも解
と

いていただきたい

一
いっさつ

冊。

小
こ

林
ばやし

 エリカ　著
ちょ

（文
ぶんげい

藝春
しゅんじゅう

秋）

『女
おんな

の子
こ

たち風
ふ う せ ん ば く だ ん

船爆弾をつくる』 

ニューヨーク生
う

まれのモモが 3 歳
さい

の誕
たんじょう

生日
び

にもらった雨
あま

がさ。「ぽん

ぽろ　ぽんぽろ」と不
ふ し

思議
ぎ

な音
おと

を奏
かな

でる雨
あめ

に、モモの心
こころ

は喜
よろこ

びで満
み

ち溢
あふ

れます。初
はじ

めて手
て

をつながずに一
ひ と り

人で傘
かさ

をさし

て歩
ある

いた日
ひ

の記
き

憶
おく

が、美
うつく

しいイラストで表
ひょうげん

現されています。

作
さくしゃ

者の八
や

島
しま

太
た

郎
ろう

氏
し

は、戦
せん

時
じ

中
ちゅう

に渡
と

米
べい

して絵
え

本
ほん

を描
か

きつづけ、

代
だいひょうさく

表作『からすたろう』（偕
かいせいしゃ

成社）と『海
かいひん

浜物
もの

語
がたり

』（白
はくせんしゃ

泉社）、

本
ほ ん さ く

作で三
さん

度
ど

にわたってコールデコット賞
しょう

（アメリカの年
ね ん か ん

間

最
さいこう

高絵
え

本
ほん

を選
えら

ぶ賞
しょう

）にノミネートされた経
けいれき

歴の持
も

ち主
ぬし

。

やしま たろう　作
さく

（福
ふくいんかん

音館書
しょてん

店）

平ひ
ら
ぬ
ま沼 

純じ
ゅ
ん 

の読ど

く

書し

ょ

す
る Vol.72

た
　
　 
び

『あまがさ』 

※品
しな

切
ぎ

れ中
ちゅう

等
とう

で、書
しょてん

店ではお求
もと

めいただけない場
ば

合
あい

があります。図
と

書
しょ

館
かん

等
とう

で探
さが

してみてください。

13タ コ
小・中・高とバスケ一直線。しかし高 2 までクラスで一番背が低く、何とか人一倍動き回って認められ試合に出場していました。高 3 の総体は会場が母校で、ベスト 8 まで行ったので親や友人たちに雄姿を見せることが小・中・高とバスケ一直線。しかし高 2 までクラスで一番背が低く、何とか人一倍動き回って認められ試合に出場していました。高 3 の総体は会場が母校で、ベスト 8 まで行ったので親や友人たちに雄姿を見せることが

できました。鉄拳は当たり前。「水はバテるから飲むな」という厳しい指導でしたが根性はつきました。高 3 の夏の総体が終わってから急激に背が伸びだしたのは笑い話のような実話です。｜春木アリババ満之できました。鉄拳は当たり前。「水はバテるから飲むな」という厳しい指導でしたが根性はつきました。高 3 の夏の総体が終わってから急激に背が伸びだしたのは笑い話のような実話です。｜春木アリババ満之



し
て
こ
ん
な
大
事
な
時
期
に
…
…
。（
し
か
も
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
骨
折
っ
て
…
…
。）

　

高
校
受
験
、
試
験
当
日
。
門
の
前
ま
で
親
に

車
で
送
っ
て
も
ら
い
、
松
葉
杖
を
つ
い
て
校
舎

に
入
り
ま
し
た
。
試
験
会
場
は
二
階
だ
っ
た
た

め
、
階
段
を
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

片
手
で
松
葉
杖
を
二
つ
抱
え
、
も
う
片
方
の
手

で
手
す
り
を
つ
か
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
人

で
上
が
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
杖
を
つ
き
な

が
ら
片
足
で
上
る
の
は
一
苦
労
で
す
。

　

よ
し
、
と
気
合
い
を
入
れ
た
と
き
、「
大
丈

夫
？
」
と
後
ろ
か
ら
誰
か
に
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
そ
う
、
小
学
四
年
生
以
来
、
話
を
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
A
く
ん
で
し
た
。
彼
は
松
葉

杖
を
一
つ
持
ち
、
一
段
一
段
、
私
の
隣
を
ゆ
っ

く
り
と
上
が
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
階
段
を
上

り
切
っ
た
と
き
、
急
に
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き

の
驚
き
と
若
干
の
気
ま
ず
さ
は
、
嬉
し
さ
に
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

偶
然
に
も
教
室
が
同
じ
で
、
試
験
後
も
門
ま

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
A
く
ん
。
同
じ
高
校

に
入
学
し
、
私
が
松
葉
杖
生
活
を
し
て
い
る
間

中
、
毎
朝
門
の
前
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

彼
の
お
か
げ
で
高
校
生
活
を
楽
し
く
送
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
小
学
生
の
と
き
の
話
を
わ
ざ
わ
ざ
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
あ
の
頃
の

よ
う
に
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
た
こ
と
を
、

心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

 

　

小
学
四
年
生
の
と
き
に
転
校
し
た
私
は
、
な

に
も
か
も
が
初
め
て
で
緊
張
し
き
っ
て
い
ま
し

た
。
休
み
時
間
、
ポ
ツ
ン
と
席
に
座
っ
て
い
る

と
、
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
た
A
く
ん
。
授

業
の
準
備
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
休
み
時
間

に
遊
び
に
誘
っ
て
く
れ
た
り
、
一
緒
に
帰
っ
た

り
…
…
。
そ
ん
な
優
し
い
A
く
ん
の
存
在
に
安

心
し
、
い
つ
も
彼
と
一
緒
に
行
動
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

転
校
し
て
か
ら
一
か
月
ほ
ど
経
っ
た
頃
。「
つ

い
て
こ
な
い
で
！
」
と
突
然
A
く
ん
に
突
き
放

さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、
A
く
ん
と
仲
の
良
か
っ

た
子
た
ち
が
、
A
く
ん
と
私
が
一
緒
に
い
る
時

間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
を
よ
く
思
わ
な
か
っ
た

よ
う
で
、
A
く
ん
に
対
し
て
冷
た
く
当
た
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

い
つ
も
遊
ん
で
い
る
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
か
ら

離
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
私
と
か
か
わ
り
を
も
つ

の
を
拒
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
突

然
の
出
来
事
に
驚
き
、
す
ぐ
に
悲
し
さ
が
込
み

上
げ
て
き
て
、
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
彼
自
身
も
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
帰
宅
後
は
、
彼
に
対
す
る
申

し
訳
な
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
せ
っ
か
く
で

き
た
友
達
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
憂
鬱
な
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

と
は
い
え
、
当
時
の
私
の
心
は
幼
児
そ
の
も

の
。
そ
の
出
来
事
は
す
ぐ
に
忘
れ
、
新
し
く
仲

良
く
な
っ
た
友
達
と
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

A
く
ん
と
は
同
じ
中
学
校
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
も
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
の
こ
と
を
恨
ん
で
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
何
と
な
く
、
気
ま
ず
さ

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

 　

月
日
は
流
れ
、
中
学
三
年
生
。
受
験
シ
ー
ズ

ン
に
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
昼
休
み
に
友
達

と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。

友
達
が
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
避
け
る
た
め
に
ジ
ャ

ン
プ
を
し
た
私
は
、
着
地
の
瞬
間
に
右
足
を
ひ

ね
り
、
ポ
キ
ッ
と
い
う
音
と
と
も
に
地
面
に
倒

れ
ま
し
た
。
脛
の
骨
が
折
れ
て
し
ま
い
、
全
治

一
年
の
骨
折
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
狙
っ
て
い
た
志
望
校
は
電
車
通
学
が
必
須

だ
っ
た
た
め
、
通
い
や
す
い
近
く
の
高
校
へ
と

進
路
を
変
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時

の
私
に
と
っ
て
、
と
ん
だ
災
難
で
し
た
。
ど
う

　

子
ど
も
同
士
の
関
係
は
、
大
人
の
目
に
は
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
、
ほ
ど
け
た
り
、
結
び
直
さ

れ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
心
が

離
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
と
き
ど
き
の
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
も
、

自
分
な
り
の
ペ
ー
ス
で
誰
か
と
「
つ
な
が
り
直

し
て
い
く
力
」
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

教
室
と
い
う
小
さ
な
空
間
の
な
か
で
も
、
あ

る
週
の
子
ど
も
た
ち
同
士
の
関
係
性
が
、
次
週

に
は
少
し
違
っ
た
形
で
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
関
係
の

揺
ら
ぎ
は
、
心
配
し
過
ぎ
る
こ
と
で
は
な
く
、

む
し
ろ
成
長
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
も

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

花
ま
る
学
習
会　

土
方 

日
向

花
ま
る
コラム

結
ば
れ
て
、
ほ
ど
け
て
、

土
ひ じ か た

方 日
ひ ゅ う が

向
（ソイソイ）

14 カタ
サッカー小僧です。全盛期は幼稚園の年長時代で、「俺は幼稚園で一番うまい」と豪語。年齢が上がるにつれてもっとうまい人が現れたのですが、サッカー愛は消えませんでした。浦和レッズのファンで、幼い頃に父の自転車サッカー小僧です。全盛期は幼稚園の年長時代で、「俺は幼稚園で一番うまい」と豪語。年齢が上がるにつれてもっとうまい人が現れたのですが、サッカー愛は消えませんでした。浦和レッズのファンで、幼い頃に父の自転車

のうしろに乗せられて通った駒場スタジアムが原点です。大学時代はレッズ戦のボールパーソンもやり、北京・蔚山・広州・リヤド・ジェッダ・シアトルと海外遠征にも行きました。｜花岡ヒーロー宏哉のうしろに乗せられて通った駒場スタジアムが原点です。大学時代はレッズ戦のボールパーソンもやり、北京・蔚山・広州・リヤド・ジェッダ・シアトルと海外遠征にも行きました。｜花岡ヒーロー宏哉
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がつがつ

のの誕誕
たんじょうかたんじょうか

生花生花はは  シクラメンシクラメンサマースクールやサマースクールや雪雪
ゆきぐにゆきぐに

国国スクールでスクールで会会
ああ

おうね！おうね！

みんなのみんなの教教
きょうしつちょうきょうしつちょう

室長室長もも順順
じゅんばんじゅんばん

番番にに紹紹
しょうかいしょうかい

介介するよ。おするよ。お楽楽
たのたの

しみに！しみに！

ＦＣ …スクールＦＣ…アルゴクラブアルゴ…オンライン …無人島

花まるの
教室長を

紹介します！

Hanamaru FamilyHanamaru Family

…Hanaspo

大阪府

伊
い

原
は ら

 健
け ん

太
た

キーマキーマ

関西

静岡県

鈴
す ず

木
き

 和
か ず あ き

明

シドニー
シドニー

関西

千葉県

砂
い さ ご

金 幹
か ん

太
た

郎
ろ う

千葉

かんかん
かんかん

埼玉県

川
か わ し ま

嶌 琴
こ と

音
ね

こっとん
こっとん

埼玉

埼玉県

橋
は し も と

本 一
か ず

馬
ま

職職
しょくにん
しょくにん

人人

神奈川北大阪府

豊
と よ

田
だ

 元
はじめ

11
ファースト
ファースト

ss tt

神奈川南

東京都

新
あ ら

井
い

 征
せ い

太
た

郎
ろ う

ライガー
ライガー

埼玉

熊本県

坂
さ か ぐ ち

口 徹
とおる

プーさん
プーさん

中京

鹿児島県

前
ま え は ら

原 匡
ま さ

樹
き

コングコング

オンライン 熊本県

高
た か は ま

濱 正
ま さ の ぶ

伸

まんまん
まんまん

○○○
所属

名前

リーダーネーム

出身地

埼玉県

島
し ま む ら

村 有
ゆ

香
か

埼玉

しまむー
しまむー

アルゴ

埼玉県

中
な か や ま

山 翔
しょう

太
た

ぶらぼー
ぶらぼー

アルゴ

東京都

宮
み や ざ き

嵜 香
か

純
す み

ウィング
ウィング

埼玉

岩手県

城
き

戸
ど

 桃
も も

子
こ

どどどど

東京西 神奈川県

島
し ま

本
も と

 夏
か

凜
り ん

アクセル
アクセル

神奈川北

…花まるエレメンタリースクール
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